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 会長報告                 長友芳郎 会長 

■今月はロータリー親睦活動月間です。 

ロータリーの始まりは田舎からシカゴの都会に出てきて親し

い友人もなく孤独な生活を解消するために心から気さくな

付き合いのできる仲間をつくる目的でロータリークラブがで

きました。 

うわべの付き合いではなく本音で付き合うために一業種一

人の原則がありました。 

今ではロータリー親睦活動グループがロータリーのサイトに

よると 108 ほどあるようです。 

興味のあるサイトを訪問してみたらいかがですか。 

 
��国際大会（オーストラリア：シドニー湾にて） 

 幹事報告                 川上 勉 幹事 

◇公式訪問のアンケートのお願いをお送りいたします。 

クラブによって返信日が異なりますが、現況報告書と一緒

にアンケートのご提出をお願いいたします。 

◇6/18 会員基盤向上セミナー（テラスザガーデン水戸）

にご登録参加されるかたは、クラブで使用しております、ネ

ームホルダー、名札をご持参くださいますよう、お願い申し

上げます。 

◇下館ロータリークラブより、日立ロータリークラブ共同提

唱『ネパールの貧しい子どもたちへの就学支援』事業が完

了した旨ご連絡がありました。 

◇第 7 分区第 1 回会長幹事会を 2023.06.24.Sat.11 時

30 分から「喜仙」で開催します。会費 5,000 円 

 

  

第 1171 例会報告（2023.06.02） 

点  鐘 会長 長友芳郎 

国歌斉唱・R ソング 四つのテスト 

本日のプログラム クラブ協議会Ⅱ 

ゲスト ・ ビジター  

ロータリー親睦活動月間 

■出席状況 

会 員   8 名 
出席率 100.00% 

出 席 者  8 名 

出席免除  0 名 Make-up 0名 

定款第10条(第6-7節除く)  

■ニコニコボックス 

目標額 (本年度) 400,000 円 

実績額 本日/累計 9,000円 418,000円 

■MESSAGE 

長友会員 海老原さんタケノコごちそうさまです。 

川上会員 ６月衣替え クールビズで良いですか？ 

石﨑会員 今日は例会です。 

伊藤会員 
４年ぶりに会った友人から「プロレス」でも始めた

のかと聞かれました。 

海老原会員 

6月2日は何の日：イタリアンワインの日（共和国

記念日）1946年6月2日、それまでの王政に代

わり国民投票によって共和制が採択されたこと

に因んで制定された記念日 

松山会員 今の気分は「ピンチはチャンス」 

■今後のスケジュール 

05/29．日 国際大会（オーストラリア・メルボルン） 

06/04．日 RLI（ロータリー・リーダーシップ研究会）智学館 

06/17．土 第２回会長幹事会（ホテル日航つくば 昴） 

06/18．日 基盤向上セミナー（基調講演・橋岡久太郎氏） 

≪例会の欠席は、水曜日 AM 10:00 までに川上幹事 
TEL 090-3497-0383 に連絡して下さい。≫ 

【通常例会 06.16】 

一年を振り返り 
（長友会長） 

クラブ管理運営委員会 
 

【通常例会 06.09】 

国際大会参加報告 
（横山会員） 

クラブ管理運営委員会 

 

本日のプログラム  

 
次回のプログラム 
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 本日のプログラム  

クラブ協議会Ⅱ 

長友会長 

■「世界に希望を生み出そう」 

ゴードンＲ．マッキナリー国際ロータリー会長 

「まちを磨けば、あなたが輝き、世界を彩る」 

第 2820 地区 大久保博之ガバナー 

「CREATE HOPE in the WORLD」 

龍ヶ崎中央ロータリークラブ 長友芳郎会長 

・昨年に続き 2 年連続の会長となりますので 

昨年と大きな方針の変更はありません。 

退会防止、会員増強を継続的に念頭に入れ和やかなク

ラブ運営にしたいと思います。 

ゴードン.R.マッキナリーRI 会長エレクトの「世界に希望を生

み出そう」CREATE HOPE in the WORLD が次年度テー

マです。また大久保博之地区ガバナーが具体的な目標を

示されました。 

RI 会長と地区ガバナーの目標に沿ったクラブ委員会の事

業計画の作成をお願いいたします。 

また当クラブが継続的に行う事業は例年通り行いたいと思

いますが新規事業も含めて会員の人数に見合った負担に

ならないように配慮した事業計画にしたいと思います。 

 

クラブ管理運営委員会 

■クラブ管理運営委員会では、マッキナリーRI 会長・長

友会長方針に基づき会員の皆さんの意見を伺いながら、 

クラブの運営を組織的に管理し、タスクの割り当てやスケ

ジュールの管理、メンバーの指導やモチベーションの向 

上など、クラブ全体の運営を円滑に進めるための組織能

力計画や実践に努め、魅力あるロータリークラブ作りを 

行っていきます。 

❒プログラム作成については、クラブの長期的な目標や方

向性を考慮し、戦略的な計画を立てると共にメンバー 

シップの拡大や地域奉仕活動の強化、資金調達やプロジ

ェクトの実施など、クラブの成長と発展のための計画を 

立案し、実行に移せるよう努めます。 

・ロータリーの理念や価値観に深く理解を持つ必要があり

ます。クラブの活動や方針がロータリーの目的と合致す 

るように努め、ロータリーのグローバルなネットワークや倫理

規範に基づいて運営を行うため、魅力的なロータリー 

クラブ作りとして「ＤＥＩ (Diversity Equity Inclusion)」の理解

促進に加え、最近問題化しているメンタルヘルスの優 

先、更なるバーチャル交流の実現に向けたプログラムを取

り入れます。 

・委員会のメンバーは、クラブのメンバーや他の委員会と

のコミュニケーションを円滑に行う必要があります。情報 

の共有や意見の調整、問題解決のための効果的なコミュ

ニケーションが求められます。よって、WEB 会員獲得へ 

とつながるようなプログラムの検討と合わせて、姉妹･友好

クラブとの ZOOM 卓話によるバーチャル交流に繋がる 

プログラムを検討します。 

会員増強委員会 

■当クラブは、創立 25 周年を経過し、固有の個性あるク

ラブの歴史を積み上げて参りました。しかしながら、最 

大の懸念事項に少人数のクラブであることは否定できま

せん。よって、次年度は更なる会員増強に努め、純増３ 

名を実現するため、その強化策として次の事項を計画い

たしました。 

❒ロータリーの価値を明確にする: 会員増強には、ロータリ

ーの価値と使命を明確に伝えることが必要です。会員 

が参加することで、地域社会や国際社会に貢献できる機

会を提供することを強調します。また、地域の社会奉仕 

活動や国際的なプロジェクトへの参加など、ロータリークラ

ブが持つ活動の多様性や意義を伝えることに努力します。 

❒メンバーシップの利点の強調: ロータリークラブへの参

加の利点を明確に伝える。専門的なスキルやリーダーシ 

ップ能力の向上、国際的なネットワークの構築、新しい友

人やビジネスのチャンスの発見など、メンバーシップの 

魅力を強調します。 

❒プロモーション活動: ロータリークラブの会員増強には、

積極的なプロモーション活動が不可欠です。地域の新 
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聞や雑誌、ソーシャルメディアなどを活用して、ロータリー

クラブの活動や価値を広く知らせます。また、地域のイ 

ベントや会議に参加し、ロータリークラブの存在を積極的に

アピールします。 

❒魅力的なプログラムの提供: ロータリークラブへの参加

を促すために、著名なスピーカーによる外部卓話等魅 

力的なプログラムやイベントを提供することも必要と考えま

す。 

❒クラブ親睦会の実現：会員の維持と会員の増強を考え

ると親睦も必要であると思います。よって、家族も含め 

た次のクラブ親睦事業を行います。 

① 納涼会 8 月 ②海岸清掃 9 月 ③ふれあい広場 

10 月 ④親睦ゴルフ ⑤クリスマス例会 12 月 

⑥観桜会 4 月 ⑦創立記念ゴルフ 5 月 ⑧姉妹・友好

クラブとの交流会 随時 ⑨他団体との交流会 

会 計 

■運営資金の入出金及び事業資金の入出金について、

会長、幹事の指示に従い（入出金伝票）明確に行 

う。帳簿は分かりやすく記帳して、毎回(月)収支報告書を

定例理事会に報告する。 

1. 運営資金は、資金の充実を図るため新入会員の拡大

に努力します。 

2. 事業資金は、友愛箱の 40 万円を目標とし、会員の皆

様の貴重な浄財の管理に努めます。 

3. 会計業務の簡素化を図るため、帳簿は複式簿記の可

能な会計ソフトを利用し、銀行は Inter net 

Banking を利用して処理を行うものとします。 


